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Abstract
Distribution of Cerithioidea species was surveyed at 

Kiire tidal flat. Batillaria multiformis, Pirenella 
nipponica and Cerithium coralium were dominant in 
this tidal flat. They are detritus feeder, that forages 
sediment and digest organic material on or in the 
sediment. In this process, they contribute decomposition 
in the coastal ecosystem. Seasonal change of size 
distribution of C. coralium was also surveyed.

はじめに
干潟は，内湾や河川の河口域に発達し，陸と

海という異なる生態系の特徴を持つエコトーンで

ある．河川を通して有機物や栄養塩が流入するこ

とから，生物生産性が高く，水産有用種の漁場や

増殖の場となっている．また，内湾の富栄養化を

抑制する水質浄化の場として，内湾生態系の維持・

保全にきわめて重要な役割を果たしている（菊池，

1993；佐々木，1994）．

干潟に生息する底生生物は現存量が大きく，干

潟の食物連鎖を支えるとともに底質を攪拌するな

どの活動を通して，干潟生態系の物質循環に重要

な役割を果たしている（向井，1995）．盤足目オ

ニノツノガイ科コゲツノブエ（Cerithium coralium）

はそのうちの１種であり，泥上の有機物を摂餌す

る堆積物食者である．干潟の環境悪化により，全

国的に分布が縮小しており，環境省のレッドリス

トでは絶滅危惧 Ⅱ 類，鹿児島県のレッドデータ

ブックでは準絶滅危惧に選定されている（鹿児島

県環境林務部自然保護課，2016；環境省，2020）．

このような種の保全を考える上では，野外で

の生息場所や新規加入について底質環境との関連

を明らかにする必要がある（真木ほか，2002）．

また，干潟に生息する本種は，産卵基質となる堅

い基盤が不足していることから，殻上に卵塊を産

むことが報告されている．しかしながら，産卵を

含めた繁殖生態には不明な点も多い．

そこで本研究では，鹿児島湾内の中でも本種

の個体数密度が高かった喜入干潟において，コゲ

ツノブエの密度とサイズの季節変化を明らかにす

るとともに，同じ堆積物食者であるウミニナ類や

ヘナタリ類を含む小型巻貝類について，生息密度

と生息場所の底質環境について調査を行った．

材料と方法
調査地と調査方法　調査は，鹿児島市南部に

ある喜入干潟で 2022 年 5 月から 2023 年 12 月の

大潮干潮時に行った（図 1）．同干潟で調査を行っ

た卒業研究に基づき，A・B・C の調査地点を設

けた．愛宕川と八幡川の合流地点を B 地点，愛

宕川沿いのマングローブ自生付近を A 地点，両者

の中間地点を C 地点とした（図 1）．

予備調査でコゲツノブエの小型個体が多く確

認できた C 地点において，2022 年 5 月・8 月・

12 月に密度及びサイズの季節変化を調査した．

2023 年 11 月に，A・B・C 地点において，コゲツ

ノブエとその他の小型巻貝の分布を調査した．

各地点に 8 個のステーションを設け，25 × 25 

cm コドラートを 3 個ずつ設置した．岸に近い方
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に 1–4 のステーション，沖側に 5–8 のステーショ

ンを，12 m 間隔で設置した．ステーションの位

置は GPS と岸の人工構造物からの距離を元に，

毎回の調査時に再現できるようにした．

密度及びサイズ組成　設置したコドラート内

の堆積物を深さ 3 cm まで採取し，2 mm 目合いの

篩にかけた．残った生物の中から巻貝を採集し，

種類別に個体数を計数した．季節変化の調査にお

いては，上記の方法でコゲツノブエのみを採集し

た．いずれの調査においても，採集した巻貝の殻

長をデジタルノギス（ミツトヨ CD67–S15PM）

で計測した．

環境測定　2023 年 12 月に，各ステーションで

干潟表面 3 cm までの底質を採集し，含水率・強

熱減量・粒度を計測した．採集した底質は湿重量

を測定し，その後，定温乾燥機（ADVANTECFS–620）

を用いて，120℃ 12 時間で乾燥させ，乾燥重量を

図 1．鹿児島湾における喜入干潟の位置と喜入干潟における地点の位置．

図 2．喜入干潟各地点における小型腹足類 3種の個体数密度．
棒は 3コドラート分の平均，縦線は標準偏差を示す．

図 3．コゲツノブエのサイズ及び卵塊出現の季節変化．
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測定した．得られた乾燥重量と湿重量を用いて，下

記の式で含水率を算出した．

含水事 = （湿重量 −乾重量）/ 湿重量 × 100

乾燥させた後の底質を 2 つに分け，乾燥重量

を測定し，それぞれを強熱減量・粒度組成の算出

に用いた．前者のサンプルは，電気炉（ヤマト科

学 FO310）を用いて 650℃ 2 時間で燃焼させ，強

熱後の重量である灰重量を測定した．乾燥重量と

灰重量を用いて，下記の式で強熱減量を算出した．

強熱減量 =（乾燥重量 − 灰重量）/ 乾燥重量 × 100

ま た， 後 者 の サ ン プ ル は 振 と う 器

（RetschAS200digitCA）を使用して 15 分間篩った．

0.063 mm未満，0.063–0.125 mm, 0.125–0.25 mm, 0.25–

0.5 mm, 0.5–1 mm, 1–2 mm，2 mm 以上の 7 区分のサ
イズクラスに分け，，各サイズクラスの重量を測定

して，全体重量に占める割合から粒度組成を算出

した．また，各サイズクラスの重量割合から粒子

径解析プログラム WinAZ を使用し中央粒径値を算

出した．

結　果
干潟内における小型巻貝各種の分布　今回の

調査では，コゲツノブエと同様の堆積物食者であ

る小型巻貝として，ヘナタリ（Pirenella nipponica）
とウミニナ類が採集された．なお，喜入干潟では，
ウミニナ（Batillaria multiformis）とホソウミニナ
（B. attramentaria）の分布が確認されているが，
遺伝子解析による種判別から，今回採集されてい
るのはほとんどウミニナであると考えられる（浜
崎，私信）．
この 3種について，各ステーションの個体数

密度を図 2に示す．この図は，調査地点の位置関
係にあわせて配置されている．コゲツノブエは，
C地点を中心に分布しており，最も多い場所で，
1 m2あたりの平均個体数が 18.32個体であった．
また，A地点の沖合にも分布していた．一方で，
ウミニナは A地点を中心に分布しており，密度
が最も高いステーションで，平均個体数が 17.58 

/m2であった．C地点の全てのステーション及び
B地点の一部のステーションに分布していたが，
密度はいずれも低かった．ヘナタリは B地点に
生息しておらず，A地点と C地点の各ステーショ
ン間での密度差は少なかった．
コゲツノブエの密度とサイズ組成　C地点でコ

ゲツノブエの密度変化を追跡したところ，ステー
ション毎に傾向が異なっていたが，概ね，5月か

図 4．喜入干潟における各地点の底質の粒度組成と中央粒径値．
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ら 8月にあまり変化は見られず，12月には大幅
に減少した．ステーション 3・5・6では 5月から
8月に増加し，ステーション 7・8では 5月から
12月にかけて減少した．ステーション４では 5

月から 8月にかけて個体数が減り，8月から 12

月にかけて個体数が増えており，ステーション 2

では 5月から 12月にかけて個体数が増加した．
C地点の 8ステーションで採集された本種につ

いて，サイズ組成の季節変化を追跡したところ，
5月には，最小殻長 5.14 mm，最大殻長 23.14 

mm，殻長平均は 17.57 mmで，殻長組成は，6–9 

mmと 13–22 mmにピークがある二峰分布を示し
た（図 3）．8月には最小殻長 9.72 mm，最大殻長
26.95 mm，殻長平均は 20.55 mmとなり，大型個
体の殻長ピークは 16–24 mmへと移行したが，12 

mm以下の小型個体は少なく，小型個体のピーク
はほとんど見えなくなった．12月には，最小殻
長 5.21 mm，最大殻長 25.84 mm，殻長平均は
18.86 mmと殻長 10 mm以下の小型個体が再び見
られるようになり，5–8 mmと 17–24 mmにピー
クを持つ二峰分布であった．
卵塊を背負う個体の割合とサイズ　採集したコ

ゲツノブエのうち，卵塊を背負ったものの殻長を
図 3に示した．5月には 457個体中 17個体が卵塊
を背負っており，殻長 16–23 mmの個体でほぼ均

等に見られた．8月には 510個体中 472個体が卵
塊を背負っており，19–23 mmをピークに，9 mm，
10 mmと小型個体にも卵塊を背負う個体が見られ
た．12月には卵塊が見られなかった．
干潟内の底質環境　粒度組成を比較してみると

（図 4），C地点の粒度組成はA地点B地点と異なっ
ており，どのステーションでも 0.25 mmより小さ
い粒子の割合が半分以上を占めていた．中央粒径
値も約 0.12 mmと小さく，A地点の 4分の 1程度
であった．A地点では 0.25–1 mmの粒子が重量の
大部分を占めており，中央粒径値は約 0.5 mm程
度であった．ステーション 1でのみやや細かい粒
子が多かった．B地点では，ステーション 4を除
いて A地点と同様の傾向が見られたが，ステー
ション 4のみ，0.5 mm以下の粒子が多かった．
含水率は C地点で最も高く（平均 54.9％），A

地点（平均 22.4％），B地点（27.4％）は同程度
であった（図 5）．強熱減量は含水率と同様の傾
向を示し，C地点で平均 12％と最も高かった．A

地点（平均 3.7％），B地点（平均 4.8％）はその
2分の 1以下であった．

考　察
喜入干潟における堆積物食者の小型巻貝の分

布を調査したところ，種によって異なる空間分布

図 5．喜入干潟における各地点の底質の含水率と強熱減量．
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が見られた．以下に，各種の分布（図 2）と底質
環境（図 4, 5）との関連について考察する．
いずれの種も，最も河口に近い B地点にはほ

とんど分布せず，コゲツノブエの分布は C地点
に集中していたが，A地点の沖側ステーションで
も見られた．一方，ウミニナは A地点に集中し
て分布し，他の 2種より高密度であった．ヘナタ
リは，A地点 C地点において同程度の密度で分
布していた．A地点とC地点で底質を比較すると，
C地点の方が細かい粒子が多く，中央粒径値も小
さかった．また，含水率，強熱減量ともに C地
点の方が高く，A地点に比べて湿っていて泥っぽ
く，有機物が多い環境であったと思われる．ヘナ
タリはウミニナに比べ細かい粒子を好むことが知
られており（真木ら，2002），このことが両種の
2地点の密度差に関係していると思われる．コゲ
ツノブエについても，稲荷川において潮が引いて
も水が残っているタイドプールに多く分布してい
ると知られており，土屋（2021）と同様の傾向が
見られた．

C地点において，コゲツノブエの季節変化を調
査した結果から，本種の生活史について考察した
い．12月に殻長 5–8 mmの小型個体が出現した
ことから，新規着底個体が成長し，この時期に見
られるようになったものと考えられる．2022年
の 5月にも殻長 5–10 mmの小型個体が見られ，8

月には小型個体が見られなくなることから，本種
は秋以降着底し，冬を越して成長していくものと
考えられる．坂本・和田（2016）は，和歌山県の
干潟で本種の生活史を調査しているが，その報告
によると，11月頃から小型個体が現れており，
本調査の結果と概ね一致している．
コゲツノブエは卵塊を殻表上につけることが

知られており，本研究では，5月から卵塊が見ら
れはじめ，8月には 90%以上の個体が卵塊をつ
けていたことから，春から夏にかけて産卵が行わ

れていると思われる．坂本・和田（2016）が和歌
山県で行った調査によると，卵塊を持つ個体の割
合は 8月がピークであったが，11月頃まで卵塊
が見つかっており，産卵は秋頃まで継続すると考
えられる．
以上の結果から，喜入干潟におけるコゲツノ

ブエは，干潟内の泥っぽくて水分を多く含む場所
を中心に分布し，春から夏にかけて産卵を行い，
秋以降幼生が着底することで個体群を維持してい
ると考えられる．しかしながら，本種の繁殖生態
については不明点が多く，個体群保全のためにも，
繁殖行動，繁殖回数や産卵基質の選択性などを明
らかにする必要がある．
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